
　わたしは、さいきんおねえちゃんとじてんしゃにのるれんしゅうをしています。のれるように
なるには、まだまだじかんがかかりそうですが、のれるようになったらおともだちのおうちまで
いってみたいとおもいます。
　じてんしゃにのってみておもったことは、わたしはまだじてんしゃになれていないのでのるこ
とにしゅうちゅうしすぎて、まわりがみえなくなって、くるまとのじこがしんぱいです。おねえちゃ
んはじてんしゃのぷろなので、くるまのこともきにしながらのることができます。でも、ぱぱと
ままがいっていたのは、「なれてきたころがいちばんきけん」らしいです。おねえちゃんにもきを
つけてほしいし、わたしもきをつけていきたいとおもいます。
　じつは、おじいちゃんがじこにあったことがあります。くるまどうしがぶつかるじこでそうぞ
うするだけであぶないとおもいました。くるまのうんてんしゅさんもなれてくるとそういうこと
もあるんだとおもいました。
　わたしがじてんしゃにのることでだいじだとおもうことは、まずはさゆうのかくにんだとおも
います。わたしがほいくえんにかよっていたときにけいさつのひとがおしえてくれました。みぎ
ひだりをかくにんすることであんしんしてじてんしゃをうんてんすることができます。あとは、
くるまだけではなくあるいているひとたちにじぶんのそんざいをしらせることです。たとえば、
あるいているひとのちかくをとおるときは、べるをならしながらとおることで、あるいているひ
ととぶつからないとおもいます。そのときは、あいさつもわすれずにします。そうしたら、ある
いているひともわたしもきもちよくいちにちをすごすことができます。あとは、じてんしゃのぶ
れーきもだいじだとおもいます。わたしのぱぱはじてんしゃのぶれーきがきかなくて、でんちゅ
うにぶつかったことがあるといっていました。じてんしゃにのるまえは、ぱぱかままにじてんしゃ
のちょうしをみてもらってからのるようにしたいとおもいます。
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　わたしは、学校からかえるとき一ばん気をつけていることは、車が来ないかくるか気をつけて
います。学校から出るとすぐに、おうだんほどうがあります。車は、あまりとおらないけれど、
右左右を見てかくにんしてからわたります。かぞくと出かけたときにも、かならずやっています。
つぎに、まっすぐなほそいみちをあるきます。そのみちは、ほどうがせまくて、車どうも車がす
れちがうのに一台は、止まります。わたしは、そのみちをとおるときは一れつにならんであるき
ます。そして、車がきたらかならずとまります。
　わたしの学校からかえるみちは、大きなどうろでもなくしんごうもないけれど車がたくさんと
おるので、交つうルールをまもってかえります。また、かぞくで出かけたときには、大きいどう
ろやお店のちゅう車じょう、しんごうきにちゅういします。
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